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流
通
改
善
に
強
い
決
意

卸

連

別
所
会
長

日
本
医
薬
品
卸
業
連
合
会
の
別
所
芳
樹
会
長
は
、
本
紙
の
年
頭
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
、「
今
年
は
流
通
改
善
元
年
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」と
抱
負
を
語
っ
た
。特
に
２
０
１
２
年
度
は
薬
価
改
定
が
行
わ
れ
、

流
通
改
善
も
仕
切
り
直
し
に
な
る
こ
と
か
ら
▽
単
品
単
価
取
引
の
推

進
▽
取
引
条
件
の
事
前
明
示
▽
売
差
マ
イ
ナ
ス
の
是
正
―
―
に
力
を

注
ぐ
考
え
を
強
調
。「
『
今
年
で
き
な
け
れ
ば
二
度
と
チ
ャ
ン
ス
は
な

い
』
と
い
う
気
持
ち
で
取
り
組
み
た
い
。
私
も
い
つ
ま
で
も
会
長
を

や
る
つ
も
り
は
な
い
。
ぜ
ひ
成
果
を
出
し
て
い
き
た
い
」
と
強
い
意

欲
を
見
せ
た
。

卸
の
間
で
は
、
単
品
単
価
取
引
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
ま
ず
医
薬

品
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
分
類
し
て
価
格
交
渉
を
行
お
う
と
い
う
機
運

が
高
ま
っ
て
い
る
。
別
所
会
長
は
、
こ
の
手
法
が
特
に
メ
ー
カ
ー
と

の
「
川
上
」
の
取
引
で
有
効
に
な
る
と
の
見
方
を
示
し
た
。
３
月
上

旬
に
新
し
い
薬
価
が
告
示
さ
れ
、
卸
は
４
月
か
ら
納
入
先
に
対
し
、

新
薬
価
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
時
間
的
な
ゆ
と
り
が
乏
し
い
が
、

カ
テ
ゴ
リ
ー
別
の
交
渉
で
あ
れ
ば
、
卸
の
仕
入
れ
る
品
目
数
が
多
く

て
も
、
薬
価
告
示
前
か
ら
メ
ー
カ
ー
と
の
間
で
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に

希
望
を
す
り
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。

ま
た
「
川
下
」
の
取
引
で
も
、
単
品
単
価
取
引
が
難
し
け
れ
ば
、

ひ
と
ま
ず
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
話
を
進
め
、
交
渉
が
ま
と
ま
っ
た
段
階

で
品
目
ご
と
に
納
入
価
を
決
め
る
手
法
は
有
効
だ
と
説
明
。た
だ
「
単

品
総
価
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
の
総
価
取
引
に
変
わ
る
だ
け
で
は
何
の
意

味
も
な
い
」
と
注
意
を
促
し
、「
『
総
価
』
と
い
う
言
葉
を
死
語
に
す

る
と
い
う
、
流
通
当
事
者
間
の
共
通
認
識
が
必
要
」
と
訴
え
た
。

卸
各
社
の
利
益
水
準
は
低
迷
し
て
お
り
、
卸
連
が
ま
と
め
た
10
年

度
の
会
員
企
業
の
経
営
概
況
（
速
報
値
）
で
は
、
営
業
利
益
率
が
前

年
度
比
０
・
42
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、
過
去
最
悪
の
０
・
13
％
ま
で

落
ち
込
ん
だ
。
別
所
会
長
は
、
メ
ー
カ
ー
と
医
療
機
関
の
値
ご
ろ
感

の
隔
た
り
が
大
き
く
、
卸
が
そ
こ
を
ど
う
埋
め
て
い
く
か
が
業
績
回

復
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
強
調
。
東
日
本
大
震
災
で
医
薬
品
の
安
定

供
給
に
努
め
た
こ
と
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
社
会
的
責
任
を
果
た

す
た
め
、
各
社
が
自
社
の
経
営
状
況
を
見
つ
め
直
し
、
い
か
に
適
正

な
利
益
の
確
保
に
努
め
る
か
が
大
切
だ
と
指
摘
し
た
。

「
二
度
と
チ
ャ
ン
ス
な
い
気
持
ち
で
」
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調
剤
薬
局
の

Ｍ

＆

Ａ

調
剤
薬
局
業
界
の
Ｍ
＆
Ａ
（
合
併
・
買
収
）
が
今
後
、
一
段
と
活
発
化
し
そ
う
な
気
配
だ
。
調
剤
薬

局
大
手
が
積
極
的
な
姿
勢
を
強
め
る
ほ
か
、
Ｍ
＆
Ａ
を
仲
介
す
る
企
業
も
需
要
の
掘
り
起
こ
し
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
今
後
、
調
剤
薬
局
の
売
り
案
件
が
増
加
す
る
と
み
る
向
き
は
強
く
、
大
手
が
中
小
を
傘

下
に
収
め
る
流
れ
が
さ
ら
に
加
速
し
そ
う
だ
。

あ
る
調
剤
薬
局
大
手
は
今
後
、「
攻
撃
的
な
Ｍ
＆
Ａ
」
に
力
を
入
れ
る
。
銀
行
や
証
券
会
社
、
仲
介
会

社
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
売
り
案
件
を
た
だ
待
つ
だ
け
の
従
来
の
Ｍ
＆
Ａ
で
は
な
く
、バ
イ
サ
イ
ド
（
買

い
手
側
）
の
代
理
人
を
使
い
、
狙
い
を
定
め
た
薬
局
に
直
接
話
を
持
ち
掛
け
る
攻
め
の
Ｍ
＆
Ａ
だ
。
１

対
１
で
話
を
つ
け
る
こ
と
で
複
数
の
買
収
希
望
会
社
に
よ
る
競
争
入
札
を
避
け
、
「
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な

価
格
」
で
の
取
得
を
念
頭
に
置
く
。

同
社
に
は
年
間
１
０
０
件
も
の
売
り
案
件
が
寄
せ
ら
れ
、
多
い
時
に
は
１
日
２
～
３
件
の
案
件
が
届

く
。
社
内
に
は
法
務
、
経
理
、
人
事
な
ど
の
担
当
者
５
～
６
人
で
構
成
す
る
Ｍ
＆
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
持
つ
が
、
最
近
で
は
増
加
す
る
案
件
を
さ
ば
き
切
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た
め
、
今

後
は
同
チ
ー
ム
を
も
う
１
チ
ー
ム
設
置
し
た
い
考
え
で
、
現
在
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
を
進
め
て
い
る
。

一
方
、
仲
介
会
社
各
社
も
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
を
着
実
に
進
め
る
。
Ｍ
＆
Ａ
キ
ャ
ピ
タ
ル
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
な
ど
は
昨
年
、
調
剤
薬
局
に
特
化
し
た
部
署
を
設
け
、
担
当
者
の
陣
容
を
２
倍
近
く
に
増
や
し

た
。
調
剤
薬
局
に
関
す
る
Ｍ
＆
Ａ
の
成
約
件
数
は
従
来
、
２
カ
月
に
１
件
の
割
合
だ
っ
た
が
、
最
近
は

月
１
件
の
ペ
ー
ス
に
上
が
っ
て
い
る
。

調
剤
薬
局
業
界
の
Ｍ
＆
Ａ
は
現
在
、
売
り
手
が
少
な
く
買
い
手
が
多
い
「
売
り
手
市
場
」。
仲
介
会
社

に
よ
る
と
、「
こ
こ
ま
で
売
り
手
市
場
の
業
界
は
な
い
と
い
う
く
ら
い
買
い
ニ
ー
ズ
が
強
い
」（
東
京
Ｍ

Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
）
状
況
だ
。

●
薬
剤
師
不
足
で
の
売
り
案
件
が
増
加

だ
が
、
今
後
に
関
し
て
は
経
営
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
の
不
在
、
経
営
環
境
の
悪
化
な
ど
か
ら
、
各

社
と
も
「
売
り
案
件
は
増
え
る
だ
ろ
う
」（
上
場
調
剤
薬
局
）
、「
件
数
は
増
え
て
い
く
」（
東
京
Ｍ
Ａ
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
）
と
み
る
。
ま
た
近
年
の
薬
剤
師
不
足
も
売
却
の
引
き
金
に
な
っ
て
お
り
、
あ
る
調
剤
薬

局
大
手
は
昨
年
か
ら
薬
剤
師
不
足
を
理
由
に
薬
局
を
売
り
に
出
す
案
件
が
増
え
て
き
た
こ
と
を
指
摘
す

る
。
業
界
の
将
来
性
や
薬
剤
師
の
確
保
に
不
安
が
あ
る
た
め
、
最
近
は
「
後
継
者
が
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
売
却
す
る
」（
Ｍ
＆
Ａ
キ
ャ
ピ
タ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
）
ケ
ー
ス
も
出
て
き
た
。

ま
た
仲
介
会
社
の
ス
ト
ラ
イ
ク
は
「
消
費
税
の
ア
ッ
プ
が
売
り
案
件
の
増
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
」

と
予
測
す
る
。
消
費
税
率
が
高
ま
り
、
そ
れ
を
他
に
転
嫁
で
き
な
け
れ
ば
経
営
が
今
以
上
に
厳
し
く
な

る
か
ら
だ
。
ま
た
同
社
は
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
大
手
に
よ
る
調
剤
薬
局
の
Ｍ
＆
Ａ
に
つ
い
て
も
「
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
は
調
剤
薬
局
に
比
べ
資
金
力
が
違
う
た
め
、
今
後
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
が
調
剤
薬
局
を
買
う
ケ

ー
ス
も
増
え
る
だ
ろ
う
」
と
予
想
。
今
後
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
も
含
め
薬
局
大
手
が
中
小
の
調
剤
薬
局

を
買
収
す
る
と
い
う
構
図
が
ま
す
ま
す
鮮
明
に
な
り
そ
う
な
気
配
だ
。

一
段
と
活
発
化
の
気
配
、
薬
局
大
手
・
仲
介
会
社
と
も
注
力
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厚
労
省

「
調
剤
ポ
イ
ン
ト
」
原
則
禁
止
で
省
令
改
正
案

厚
生
労
働
省
は
、
薬
局
な
ど
が
保
険
調
剤
の
一
部
負
担
金
の
支
払
い
に
応
じ
て
、
商
品
購
入
な
ど
に

使
え
る
「
調
剤
ポ
イ
ン
ト
」
を
付
与
す
る
こ
と
を
原
則
禁
止
す
る
た
め
の
省
令
改
正
案
を
ま
と
め
た
。

今
月
末
ま
で
意
見
募
集
し
た
上
で
４
月
か
ら
施
行
す
る
。

改
正
す
る
の
は
「
保
険
医
療
機
関
お
よ
び
保
険
医
療
養
担
当
規
則
（
療
担
規
則
）」
「
保
険
薬
局
お
よ

び
保
険
薬
剤
師
療
養
担
当
規
則
（
薬
担
規
則
）」
の
ほ
か
、
告
示
の
「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

法
律
の
規
定
に
よ
る
療
養
の
給
付
等
の
取
り
扱
い
お
よ
び
担
当
に
関
す
る
基
準
」
で
、
「
保
険
医
療
機
関

お
よ
び
保
険
薬
局
は
、
患
者
に
対
し
て
経
済
上
の
利
益
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
患
者
が
自
己

の
診
療
を
受
け
、
ま
た
は
自
己
の
調
剤
を
受
け
る
よ
う
に
誘
引
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
薬
局
な
ど
が
保
険
調
剤
な
ど
の
一
部
負
担
金
の
支
払
い
を
受
け
る
際
、
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
す
る
こ
と
な
ど
を
原
則
と
し
て
認
め
な
い
よ
う
に
す
る
。
た
だ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
に

よ
る
支
払
い
に
伴
っ
て
発
生
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
支
払
い
が
患
者
の
利
便
性
向

上
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
カ
ー
ド
会
社
な
ど
薬
局
以
外
が
付
与
す
る
た
め
、
や
む
を
得
な
い
と
し
て

容
認
す
る
。

厚
労
省

ア
リ
ピ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
な
ど
「
使
用
上
の
注
意
」
改
訂
指
示

厚
生
労
働
省
医
薬
食
品
局
安
全
対
策
課
は
10
日
付
で
、
ア
リ
ピ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
や
大
建
中
湯
な
ど
15

件
に
つ
い
て
添
付
文
書
の
「
使
用
上
の
注
意
」
の
改
訂
を
求
め
る
課
長
通
知
を
日
本
製
薬
団
体
連
合
会

安
全
性
委
員
会
委
員
長
宛
て
に
送
付
し
た
。

ア
リ
ピ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
は
国
内
症
例
の
集
積
を
踏
ま
え
、「
重
大
な
副
作
用
」
に
「
肝
機
能
障
害
」
を
追

記
す
る
。
直
近
３
年
の
国
内
副
作
用
症
例
を
見
る
と
肝
機
能
障
害
が
24
例
で
、
う
ち
因
果
関
係
の
否
定

で
き
な
い
症
例
が
13
例
あ
っ
た
。

大
建
中
湯
（
医
療
用
医
薬
品
）
は
国
内
症
例
の
集
積
を
踏
ま
え
、
「
重
大
な
副
作
用
」
に
「
間
質
性
肺

炎
」
を
加
え
る
。
直
近
３
年
の
国
内
副
作
用
症
例
は
間
質
性
肺
炎
が
３
例
で
、
う
ち
因
果
関
係
の
否
定

で
き
な
い
症
例
が
１
例
あ
っ
た
。

残
り
の
13
件
は
▽
ガ
ル
ス
ル
フ
ァ
ー
ゼ
（
遺
伝
子
組
換
え
）
▽
ハ
ロ
ペ
リ
ド
ー
ル
（
注
射
剤
）
▽
ク

ロ
ラ
ム
フ
ェ
ニ
コ
ー
ル
（
膣
用
剤
）
▽
エ
ノ
キ
サ
パ
リ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム
▽
ア
カ
ル
ボ
ー
ス
▽
ボ
グ
リ
ボ

ー
ス
、
ミ
チ
グ
リ
ニ
ド
カ
ル
シ
ウ
ム
水
和
物
・
ボ
グ
リ
ボ
ー
ス
▽
ミ
グ
リ
ト
ー
ル
▽
タ
ク
ロ
リ
ム
ス
水

和
物
（
経
口
剤
、
注
射
剤
）
▽
レ
ナ
リ
ド
ミ
ド
水
和
物
▽
柴
苓
湯
▽
シ
タ
フ
ロ
キ
サ
シ
ン
水
和
物
▽
ロ

ピ
ナ
ビ
ル
・
リ
ト
ナ
ビ
ル
▽
大
建
中
湯
（
一
般
用
医
薬
品
）。
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リ
バ
ー
ロ
キ
サ
バ
ン

欧
米
で
追
加
申
請
、
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
２
次
予
防
で

独
バ
イ
エ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
11
日
ま
で
に
、
経
口
抗
凝
固
薬
リ
バ
ー
ロ
キ
サ
バ
ン
（
一
般
名
、
海

外
製
品
名
「
Ｘ
ａ
ｒ
ｅ
ｌ
ｔ
ｏ
」）
に
つ
い
て
、
米
国
と
欧
州
で
「
急
性
冠
症
候
群
（
Ａ
Ｃ
Ｓ
）
の
２
次

予
防
（
２
次
性
心
血
管
イ
ベ
ン
ト
低
減
）
に
お
け
る
標
準
的
な
抗
血
小
板
療
法
と
の
併
用
」
に
関
す
る

適
応
追
加
申
請
を
行
っ
た
と
発
表
し
た
。

欧
州
で
は
バ
イ
エ
ル
が
欧
州
医
薬
品
庁
に
、
米
国
で
は
提
携
企
業
で
あ
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
＆
ジ
ョ
ン
ソ

ン
グ
ル
ー
プ
の
ヤ
ン
セ
ン

リ
サ
ー
チ
＆
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
が
Ｆ
Ｄ
Ａ
（
食
品
医
薬
品
局
）
に
そ
れ

ぞ
れ
昨
年
末
、
申
請
。
米
国
で
は
申
請
に
先
立
ち
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
が
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
重
篤
性
な
ど
を
鑑
み
て
リ
バ

ー
ロ
キ
サ
バ
ン
を
フ
ァ
ス
ト
ト
ラ
ッ
ク
に
指
定
し
た
。

欧
米
と
も
申
請
に
は
、
44
カ
国
の
１
万
５
５
２
６
人
が
参
加
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
臨
床
第
３
相
試
験
「
Ａ

Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｓ

Ａ
Ｃ
Ｓ

２
―
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｉ

51
」
の
デ
ー
タ
を
使
用
。
同
試
験
で
は
、
リ
バ
ー
ロ
キ
サ
バ
ン
２
・

５
㎎
１
日
２
回
経
口
投
与
と
標
準
的
な
抗
血
小
板
療
法
を
併
用
し
た
と
こ
ろ
、「
発
症
後
間
も
な
い
Ａ
Ｃ

Ｓ
患
者
に
お
け
る
心
血
管
死
、
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
の
複
合
事
象
」
と
定
義
し
た
主
要
有
効
性
評
価
項
目

の
発
現
が
、
標
準
的
な
抗
血
小
板
療
法
の
み
を
受
け
た
被
験
者
と
比
べ
て
有
意
に
減
少
し
た
。

試
験
に
は
日
本
も
参
加
し
て
お
り
、
現
在
、
国
内
申
請
に
向
け
た
日
本
人
デ
ー
タ
の
解
析
な
ど
が
進

行
中
。
目
標
適
応
は
「
Ａ
Ｃ
Ｓ
患
者
に
お
け
る
心
血
管
イ
ベ
ン
ト
の
抑
制
」
で
、
申
請
予
定
時
期
は
明

ら
か
に
し
て
い
な
い
。
日
本
で
は
そ
の
ほ
か
、
バ
イ
エ
ル
薬
品
が
昨
年
３
月
に
「
非
弁
膜
症
性
心
房
細

動
患
者
に
お
け
る
脳
卒
中
お
よ
び
非
中
枢
神
経
系
塞
栓
症
の
発
症
抑
制
」
の
適
応
で
申
請
を
行
い
、
近

く
承
認
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

オ
ン
コ
セ
ラ
ピ
ー

エ
ル
パ
モ
チ
ド
、
膵
臓
が
ん
Ｐ
２
／
３
で
観
察
期
間
終
了

オ
ン
コ
セ
ラ
ピ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
は
11
日
、
新
生
血
管
阻
害
作
用
を
期
待
し
た
が
ん
治
療
用
ワ
ク
チ

ン
Ｏ
Ｔ
Ｓ
１
０
２
（
一
般
名
＝
エ
ル
パ
モ
チ
ド
）
に
つ
い
て
、
膵
臓
が
ん
に
対
す
る
臨
床
第
２
／
３
相

（
Ｐ
２
／
３
）
試
験
（
Ｐ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
―
Ｐ
Ｃ

Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｙ
）
の
治
験
実
施
計
画
書
（
プ
ロ
ト
コ
ル
）

で
定
め
た
全
患
者
の
観
察
期
間
が
10
日
に
終
了
し
た
と
発
表
し
た
。

今
後
全
て
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
主
要
評
価
項
目
や
副
次
評
価
項
目
な
ど
の
最
終
解
析
を
行
う
。
同

剤
に
関
し
て
同
社
は
扶
桑
薬
品
工
業
、
大
塚
製
薬
と
提
携
し
、
世
界
初
の
が
ん
治
療
用
ペ
プ
チ
ド
ワ
ク

チ
ン
の
承
認
取
得
を
目
指
し
て
行
っ
て
い
る
同
試
験
の
ほ
か
、
胆
道
が
ん
を
対
象
と
し
た
Ｐ
２
試
験
も

実
施
し
て
い
る
。

〔
開

催
〕

セ
ミ
ナ
ー
「
子
宮
腺
筋
症
と
子
宮
内
膜
症
―
そ
の
対
応
と
新
し
い
治
療
法
―
」（
子
宮
筋
腫
・

内
膜
症
体
験
者
の
会

た
ん
ぽ
ぽ
主
催
）
が
２
月
11
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時
30
分
、
東
京
都
立
川
市
の

立
川
市
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
・
ア
イ
ム
で
開
か
れ
る
。
国
立
病
院
機
構
霞
ヶ
浦
医
療
セ
ン
タ
ー
の
西
田
正
人
院

長
が
講
演
す
る
。

参
加
費
は
会
員
５
０
０
円
、
非
会
員
１
５
０
０
円
。
定
員
80
人
。
申
し
込
み
は
不
要
だ
が
、
会
場
に
て
定

員
に
な
り
次
第
入
場
を
締
め
切
る
場
合
が
あ
る
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル
（tampopo@bcg-j.org

）
で
。
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医
師
調
査

よ
く
利
用
す
る
製
薬
企
業
サ
イ
ト
、
１
位
は
ア
ス
テ
ラ
ス

市
場
調
査
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
シ
ー
ド
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
東
京
都
文
京
区
）
が
医
師
の
医
療

情
報
入
手
動
向
に
関
す
る
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、
医
師
が
よ
く
利
用
す
る
製
薬
企
業
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
が
１
位
と
な
っ
た
。

同
調
査
は
昨
年
、
同
社
の
ド
ク
タ
ー
モ
ニ
タ
ー
登
録
医
師
中
６
２
０
人
（
診
療
所
医
師
１
５
２
人
、

病
院
勤
務
医
４
６
８
人
）
を
対
象
に
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
行
っ
た
。
利
用
す
る
製
薬
企
業
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ス
コ
ア
化
し
た
と
こ
ろ
、
ア
ス
テ
ラ
ス
が
ト
ッ
プ
と
な
り
、
２
位
に
は
第
一
三
共
、
３

位
に
は
武
田
薬
品
工
業
が
入
っ
た
。

世
代
別
に
見
る
と
、
20
～
30
代
の
医
師
の
間
で
は
グ
ラ
ク
ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン
の
支
持
が
高
く
、

40
代
で
も
ア
ス
テ
ラ
ス
に
次
い
で
２
位
と
な
っ
た
。

同
調
査
に
よ
る
と
、
医
療
情
報
源
と
し
て
製
薬
企
業
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
い
る
割
合
は

34
・
２
％
。
世
代
別
で
は
60
代
以
上
の
利
用
が
41
・
９
％
で
最
も
高
く
、
50
代
は
38
・
８
％
、
40
代

は
31
・
４
％
、
20
～
30
代
は
20
・
９
％
と
な
っ
た
。

ま
た
11
種
類
の
医
療
情
報
別
に
そ
の
入
手
先
を
３
つ
ま
で
挙
げ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
11
種
類
中

７
種
類
で
「
Ｍ
Ｒ
（
個
別
訪
問
）
」
が
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。
特
に
「
薬
剤
製
品
一
般
情
報
」（
87
・
１
％
）、

「
安
全
性
・
副
作
用
情
報
」
（
82
・
４
％
）
、
「
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
会
開
催
情
報
」
（
77
・
７
％
）
に
つ

い
て
、
70
％
以
上
の
医
師
が
Ｍ
Ｒ
（
個
別
訪
問
）
を
情
報
入
手
先
に
挙
げ
て
い
る
。

イ

ン

タ

ー

プ
ロ
テ
イ
ン

創
薬
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
イ
ン
タ
ー
プ
ロ
テ
イ
ン
は
、
武
田
薬
品
工
業
と
タ
ン
パ
ク
質
間
相
互
作
用
（
Ｐ

Ｐ
Ｉ
）
制
御
薬
の
分
子
設
計
に
関
す
る
提
携
契
約
を
締
結
し
た
。
イ
ン
タ
ー
プ
ロ
テ
イ
ン
が
武
田
薬
品

の
提
示
す
る
が
ん
領
域
の
標
的
Ｐ
Ｐ
Ｉ
に
対
し
、
独
自
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
技
術
「
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｄ

Ｄ
」
を
用
い
て
低
分
子
化
合
物
の
分
子
設
計
を
実
施
。
武
田
薬
品
は
そ
の
成
果
を
創
薬
研
究
に
活
用
す

る
。
契
約
締
結
は
昨
年
12
月
26
日
付
。

イ
ン
タ
ー
プ
ロ
テ
イ
ン
の
細
田
雅
人
社
長
は
今
回
の
契
約
に
つ
い
て
、
「
生
体
内
に
は
40
万
種
類
の

標
的
Ｐ
Ｐ
Ｉ
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
手
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
ン
グ
な
分
野
の
探
索
研
究
を
武
田
薬
品
と
一
緒
に
で
き
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
る
」
と
コ
メ

ン
ト
。
一
方
、
武
田
薬
品
は
「
イ
ン
タ
ー
プ
ロ
テ
イ
ン
の
分
子
設
計
技
術
が
独
創
的
（
な
手
法
）
で
あ

り
、
当
社
と
し
て
も
治
療
薬
創
製
の
成
功
確
率
向
上
に
つ
な
が
る
と
判
断
し
た
」
と
し
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
プ
ロ
テ
イ
ン
は
２
０
０
１
年
創
業
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
た
独
自
の
分
子
設
計
技
術

を
生
か
し
、
抗
体
医
薬
を
低
分
子
医
薬
品
に
置
き
換
え
る
創
薬
研
究
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
Ｐ
Ｐ

Ｉ
に
関
す
る
提
携
で
は
、
味
の
素
製
薬
と
も
昨
年
10
月
、
消
化
器
疾
患
や
代
謝
系
疾
患
な
ど
を
対
象
と

し
た
低
分
子
Ｐ
Ｐ
Ｉ
阻
害
剤
の
共
同
研
究
開
発
と
商
業
化
に
関
す
る
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｐ
Ｉ
制
御
薬
の
分
子
設
計
で
武
田
薬
品
と
契
約
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バ
ー
ク
レ
イ
ズ

ア
ス
テ
ラ
ス
目
標
株
価
上
げ
、
チ
ボ
ザ
ニ
ブ
織
り
込
む

バ
ー
ク
レ
イ
ズ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
証
券
は
こ
の
ほ
ど
発
行
し
た
リ
ポ
ー
ト
で
、
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
の
レ

ー
テ
ィ
ン
グ
と
目
標
株
価
を
引
き
上
げ
た
。
第
３
・
四
半
期
ま
で
の
業
績
や
腎
細
胞
が
ん
治
療
剤
チ
ボ

ザ
ニ
ブ
（
一
般
名
）
の
業
績
貢
献
を
織
り
込
ん
だ
ほ
か
、
高
脂
血
症
治
療
剤
「
リ
ピ
ト
ー
ル
」
フ
ァ
ミ

リ
ー
、
高
血
圧
治
療
剤
「
ミ
カ
ル
デ
ィ
ス
」
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
売
上
高
を
上
方
修
正
し
た
。

リ
ポ
ー
ト
で
は
「
20
億
ド
ル
以
上
の
大
型
製
品
は
存
在
し
な
い
が
、
数
多
く
の
製
品
が
業
績
を
け
ん

引
し
、
今
後
、
前
立
腺
が
ん
治
療
剤
Ｍ
Ｄ
Ｖ
３
１
０
０
や
腎
細
胞
が
ん
治
療
剤
チ
ボ
ザ
ニ
ブ
へ
の
期
待

感
が
高
ま
る
だ
ろ
う
」
と
指
摘
。
併
せ
て
「
急
性
骨
髄
性
白
血
病
治
療
剤
Ａ
Ｃ
２
２
０
や
膵
臓
が
ん
治

療
剤
Ａ
Ｇ
Ｓ
―
１
Ｃ
４
Ｄ
４
な
ど
の
後
続
が
見
え
て
い
る
点
も
心
強
い
」
と
し
た
。

２
０
１
２
年
度
の
営
業
利
益
は
ほ
ぼ
横
ば
い
を
予
想
す
る
が
、
同
証
券
で
は
12
年
後
半
か
ら
株
価
の

上
昇
が
期
待
で
き
る
と
み
て
お
り
、「
今
か
ら
強
気
に
な
っ
て
も
遅
く
な
い
」
と
強
調
す
る
。

12
年
に
睡
眠
導
入
剤
「
マ
イ
ス
リ
ー
」
と
統
合
失
調
症
治
療
剤
「
セ
ロ
ク
エ
ル
」
の
日
本
で
の
後
発

医
薬
品
参
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
同
証
券
で
は
「
連
結
業
績
に
与
え
る
影
響
は
軽
微
で
、
14

年
４
月
薬
価
改
定
ま
で
影
響
は
顕
在
化
し
な
い
だ
ろ
う
」
と
み
る
。

今
回
の
見
直
し
で
12
カ
月
目
標
株
価
は
３
８
０
０
円
と
従
来
の
３
２
５
０
円
か
ら
17
％
引
き
上
げ

て
い
る
。

米
フ
ァ
イ
ザ
ー

プ
レ
ベ
ナ
ー
13
、
成
人
へ
の
適
応
を
Ｆ
Ｄ
Ａ
が
承
認

米
フ
ァ
イ
ザ
ー
は
10
日
ま
で
に
、
13
価
肺
炎
球
菌
結
合
型
ワ
ク
チ
ン
「
プ
レ
ベ
ナ
ー
13
」
に
つ
い

て
、
50
歳
以
上
の
成
人
に
対
す
る
適
応
を
米
Ｆ
Ｄ
Ａ
（
食
品
医
薬
品
局
）
が
承
認
し
た
と
発
表
し
た
。

50
歳
以
上
の
成
人
約
６
０
０
０
人
を
対
象
に
し
た
、
安
全
性
と
免
疫
原
性
の
評
価
に
基
づ
い
て
申
請
。

臨
床
第
３
相
（
Ｐ
３
）
試
験
で
は
、
従
来
の
肺
炎
球
菌
多
糖
体
ワ
ク
チ
ン
の
既
接
種
者
と
未
接
種
者
を

含
む
50
歳
以
上
の
成
人
に
プ
レ
ベ
ナ
ー
13
を
接
種
し
た
と
こ
ろ
、
同
ワ
ク
チ
ン
に
含
ま
れ
る
13
の
血

清
型
に
対
す
る
機
能
的
抗
体
が
誘
導
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

今
回
の
承
認
は
、
プ
レ
ベ
ナ
ー
13
接
種
に
よ
り
誘
導
さ
れ
た
免
疫
応
答
に
基
づ
い
た
も
の
。
肺
炎
球

菌
性
肺
炎
や
侵
襲
性
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
が
減
少
し
た
こ
と
を
検
証
す
る
、
成
人
を
対
象
と
し
た
比
較

対
照
試
験
は
現
時
点
で
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。

米
国
で
は
50
歳
以
上
の
成
人
に
お
い
て
、
年
間
44
万
件
以
上
の
肺
炎
球
菌
性
肺
炎
が
発
生
。
推
計

に
よ
る
と
年
間
数
十
万
人
が
肺
炎
球
菌
感
染
症
に
罹
患
し
、
う
ち
約
20
万
人
が
救
急
治
療
室
に
運
ば
れ
、

約
30
万
人
が
入
院
し
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
、「
小
児
の
肺
炎
球
菌
に
よ
る
侵
襲
性
感
染
症
の
予
防
」
と
「
肺
炎
球
菌
に
よ
る
侵
襲
性
感

染
症
お
よ
び
肺
炎
の
予
防
」
を
適
応
症
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
で
Ｐ
２
／
３
試
験
を
実
施
し
て
い
る
。
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感
染
症
第
50
週
報

感
染
性
胃
腸
炎
が
９
週
連
続
で
増
加

国
立
感
染
症
研
究
所
の
感
染
症
週
報
第
50
週
（
２
０
１
１
年
12
月
12
～
18
日
）
に
よ
る
と
、
感
染

性
胃
腸
炎
（
小
児
科
定
点
報
告
疾
患
）
の
定
点
当
た
り
報
告
数
は
11
・
66
で
９
週
連
続
で
増
加
し
た
。

報
告
数
は
３
万
６
６
７
３
例
。
都
道
府
県
別
に
見
る
と
、
東
京
の
20
・
13
が
最
も
多
く
、
山
形
の
18
・

97
、
神
奈
川
の
18
・
11
、
埼
玉
の
16
・
55
、
宮
崎
の
16
・
11
と
続
い
た
。

咽
頭
結
膜
熱
（
同
疾
患
）
は
報
告
数
１
５
８
８
例
。
定
点
当
た
り
報
告
数
は
０
・
50
で
９
週
連
続
で

増
加
し
た
。
定
点
当
た
り
報
告
数
を
都
道
府
県
別
に
見
る
と
、
新
潟
の
４
・
23
が
最
も
多
く
、
北
海
道

の
１
・
83
、
和
歌
山
の
１
・
13
と
続
い
た
。

水
痘
（
同
疾
患
）
は
報
告
数
８
４
９
９
例
。
定
点
当
た
り
報
告
数
は
２
・
70
で
９
週
連
続
で
増
加
し
、

過
去
５
年
間
の
同
時
期
と
比
較
し
て
や
や
多
い
。
定
点
当
た
り
報
告
数
を
都
道
府
県
別
に
見
る
と
、
山

形
の
５
・
87
が
最
も
多
く
、
福
井
の
５
・
05
、
岩
手
と
宮
崎
の
４
・
28
と
続
い
た
。

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ

奈
良
の
医
薬
品
卸
、
光
誠
製
薬
が
破
産
開
始
決
定

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
に
よ
る
と
、
奈
良
県
御
所
市
の
医
薬
品
卸
、
光
誠
製
薬
（
西
島
祥
元
社
長
）
は

昨
年
12
月
16
日
、
破
産
開
始
決
定
を
受
け
た
。
負
債
総
額
は
約
６
億
８
０
０
０
万
円
。

１
９
２
７
年
６
月
創
業
の
医
薬
品
卸
売
業
者
。
配
置
薬
業
者
、
薬
品
問
屋
な
ど
を
主
体
に
販
路
を
形

成
し
、
98
年
８
月
期
に
は
売
上
高
約
３
億
円
を
計
上
し
て
い
た
。
99
年
８
月
期
中
に
三
重
営
業
所
を

分
離
し
た
た
め
２
０
０
０
年
８
月
期
に
は
売
上
高
１
億
５
４
０
０
万
円
と
な
り
、
以
降
も
お
お
む
ね
１

億
５
０
０
０
万
円
で
推
移
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
本
業
以
外
に
運
用
を
開
始
。
オ
プ
シ
ョ
ン
取
引
を
行
っ
て
い
た
が
、
昨
年
３
月
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
後
に
株
式
相
場
が
下
落
し
、
決
済
損
に
対
す
る
不
足
金
が
多
額
に
上
っ
た
た
め
、
法

的
手
続
き
を
決
断
し
た
。

ま
た
、
実
際
の
運
用
を
行
っ
て
い
た
ウ
ィ
ズ
ダ
ム
（
西
島
嘉
穂
子
社
長
）
も
光
誠
製
薬
に
連
鎖
す
る

形
で
同
日
、
破
産
開
始
決
定
を
受
け
た
。
負
債
総
額
は
約
５
０
０
０
万
円
。

〔
お
知
ら
せ
〕

英
文
医
薬
品
産
業
情
報
サ
イ
ト
『
フ
ァ
ル
マ
ジ
ャ
パ
ン
ウ
ェ
ブ
』
有
料
配
信
ス
タ
ー
ト
！

英
文
医
薬
品
産
業
情
報
サ
イ
ト
『
フ
ァ
ル
マ
ジ
ャ
パ
ン
ウ
ェ
ブ
』
は
、
週
刊
英
文
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業

情
報
紙
「
Ｐ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ａ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
を
Ｅ
―
ブ
ッ
ク
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
随
時
更
新
の
ニ

ュ
ー
ス
（
１
日
に
つ
き
５
本
程
度
）
や
用
語
解
説
、
過
去
記
事
検
索
も
可
能
。

現
在
、
２
週
間
の
無
料
お
試
し
サ
ー
ビ
ス
実
施
中
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、『
フ
ァ
ル
マ
ジ
ャ
パ
ン
ウ
ェ

ブ
』
を
実
体
験
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
★
Ｕ
Ｒ
Ｌ
↓ht

tp
:/
/
pj
.
ji
h
o.
jp
/

ご
契
約
・
そ
の
他
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
じ
ほ
う
販
売
管
理
グ
ル
ー
プ
（
TEL
０
３
―
３
２
６
５
―
７

７
５
１
）
へ
。


